
磁気工学入門

磁気測定を通して磁性材料の理解を深めます

日時

実施会場

定員 受講料3 名 17,000 円（税込）

KISTEC 海老名本部

令和8年2月19日(木)

13:30～16:50

▼お問合せ
地方独立行政法人神奈川県立産業技術総合研究所 (KISTEC)

人材育成部教育研修課産業人材研修グループ
Tel: 046-236-1500(代) E-mail: sm_sangyoujinzai@kistec.jp

磁性材料はモータや電磁弁など様々な工業分野で広く使用されています。

磁性材料を用いた製品・部品をさらに省電力化、高性能化及び軽量・小型

化するためには様々な磁性材料の中から最適な特性を持った材料を選択

する必要があります。その判断の指標となるのが磁気測定によって得られ

る材料の磁化特性（磁化曲線など）から求めた磁気定数です。

本講座では磁気分野の初心者を対象に前半は磁性材料の磁化特性と磁

気定数の基礎を座学で学びます。後半の実習では測定試料の作製と磁気

測定を体験していただき磁化特性について理解を深めます。磁気測定で

は測定条件によって磁化特性が変化し磁気定数が異なることを学びます。

図形をボーダーで塗りつぶす方法

PowerPointの図形の塗りつぶしには、単色での塗りつぶし以外にも種類が

あります。その中の一つが「 パターン 」での塗りつぶしです。

｢ 塗りつぶし(パターン) ｣ を選ぶと、48種類の方法で塗りつぶすことができ、

表現のバリエーションが増えます。

資料作成においては過度な装飾を割け、｢ 塗りつぶし(単色) ｣ を選ぶこと

を推奨しますが、本テンプレートの背景のように少し変化が欲しい場合は、

ボーダーなどのシンプルな塗りつぶしも一つの方法としてあります。

｢ 塗りつぶし(パターン) ｣ を選択
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パターン・前景・背景を設定

丸い図形のおすすめ設定

丸い図形に文字を入れる際は、テキストを折り返す設定

を解除することがおすすめです。

これによって、図形に対するテキスト範囲の幅が広がり、テ

キストを調整しやすくなります。

チェックを

はずす

ここまで文字を

入れられます

チェックあり

ここまで文字を入れられます

チェックなし
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画像

主催 地方独立行政法人神奈川県立産業技術総合研究所

カリキュラム 13:30～13:50 磁化特性と磁気定数 【座学】

13:50～14:10 単位系と関係式 【座学】

14:10～14:40 磁化特性測定（積分方式）の

基本回路 【座学】

14:40～15:50 リング試料の作製 【実習】

15:50～16:50 磁化特性測定 【実習】

シリョサク株式会社 代表取締役 / パワポ芸人

豊間根 青地 氏講師

詳細・申込はHPをご覧ください
https://www.kistec.jp/learn/magneticeng/
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